
愛知教育大学体育教室研究紀要 No.23. 1998

中学生の不定愁訴と体力・運動能力との関連についての検討

堀 田 法 子(名古屋市立大学看護短期大学部)

古田真司・村松常司・松井利幸(愛知教育大学)

A Study on Relation between Unidentified Complaints and Physical

Fitness/Motor Abilityin the Junior High School Students

Noriko Hotta (Nagoya City University College of Nursing)

Masashi FURUTA, Tsuneji MURAMATSU

Toshiyuki MATSUI (Aichi University of Education)

はじめに

1970年後半から今日まで、中学生の疲労感や心

身の不調などの不定愁訴が生活習慣や悩みなどに

関連していることを報告した研究は多くみら

れている。現在の生活習慣や悩みがストレスとな

り、様々な健康問題を引き起こしていることが考

えられる。それに加え、近年、中学生の背筋力や

柔軟性の低下が問題となっている。門田は中

学2年生の男子を対象に疲労自覚症状の訴え数と

体力合計点との関連を調査した結果、体力合計点

が低いものは疲労自覚症状の訴えが多いことを述

べている。このことから、体力の低下も不定愁訴

の出､現原因の一要因であることが考えられる。

そこで、今回の調査は、中学生を対象に自律神

経愁訴と体力・運動能力に着目し、その関連につ

いて検討することを目的とした。

不定愁訴8)とは、自律神経系の変調により、器

質的疾患を見いだせない機能性の障害を有する場

合にみられる身体・精神の不定な愁訴のことであ

る。したがって､不定愁訴の指標としては､阿倍

の自律神経愁訴を用いた。

I 方 法

1.対 象

質問紙調査対象は表1の通りである。男子455

名(1年生117名、2年生240名、3年生98名)、

女子356名(1年生96名、2年生177名、3年生83

名)の合計811名であり、愛知県下の中学校2校

の生徒である。体力・運動能力調査対象は、質問

紙調査対象の中で協力の得られたクラスの生徒で

ある。

表1 質問紙調査対象

註1)数字は人数

2.調査方法

調査方法は、質問紙調査および体力・運動能力

調査である。質問紙調査時期は、1997年の学年の

生活がほぼ習慣化され、環境に対する個人の適

合・不適合が顕在化し始める頃の7月の前半であ

る。質問紙調査用紙は、記人後、直ちに回収した。

体力・運動能力調査は、保健体育の授業の一環

として行われた「文部省スポーツテスト」である。

3.調査内容

質問紙調査内容は、阿部によるもので、日本

語版CMIの中から自律神経に関係の深い項目をピ

ックアップし、さらに乗り物酔いや季節による変

動などの新しい項目を加えた43項目からなる自律

神経性愁訴項目である。この43項目の質問にっい
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て「はい」または「いいえ」のどちらかに答える

様式とした。

体力・運動能力調査は、体カテストとして行わ

れている反復横とび、垂直とび、背筋力、握力、

伏臥上体そらし、立位体前屈、踏台昇降運動の7

項目および体力テスト合計点、運動能カテストと

して行われている50m走、走幅とび、ハンドボー

ル投げ、懸垂腕屈伸、持久走の5項目および運動

能力テスト合計点である。それぞれのテスト結果

である実測値または得点を収集した。

4.分析方法

43項目の自律神経愁訴について、愁訴があると

回答したものに1点、愁訴がないと回答したもの

にはO点として得点化し、愁訴があるものを合計

した数を自律神経愁訴数とした。さらに、43項目

の自律神経愁訴を因子分析し、5つの因子を抽出

し命名し、その5つの命名された愁訴を因子得点

による愁訴とした。

また、体力・運動能カテストについては、テス

ト結果を平成6年度の文部省体育局から出版され

ている体力・運動能力調査報告古町こある男女別

学年ごとの平均値、標準偏差をもとに、個人ごと

の、いわゆる偏差値(50m走と持久走は一川測

定値一平均値)/標準偏差I X10+50、その他は

｛(測定値一平均値)/標準偏差｝X10+50]を算

出した。

データは、数値化してパーソナルコンピュータ

-に入力し、分析には統計解析パッケージソフト

「HALBAU」を用いた。

E 結 果

1.平均自律神経愁訴数の男女差および学年差

自律神経愁訴43項目中の訴えのあった数を自律

神経愁訴数とした。男女別、平均自律神経愁訴数

は表2に示したように、男子は約5.17、女子は約

6.53であり、有意に女子の方が多かった。各学年

の男女を比較すると、すべての学年ともに女子の

方が愁訴数は多く､特に2年生に有意差があった。

平均自律神経愁訴数を1年生から3年生までの

学年で比較してみると、男子は各学年ともに変化

も少なく有意差もなかった。女子は2年生に最も

多く、3年生、1年生の順に少なくなり、学年内

で有意差がみられた。

43項目の自律神経愁訴それぞれについては、表

3に示したように、訴え率の最も高い項目は「疲

れてぐったりすることがある」で約50~60%にみ

られ、次いで「肩や首筋がこる」「乗り物に酔う」

であり、男女ともに訴え率の高い項目は同じであ

った。 43項目の自律神経愁訴の中で、女子が男子

より有意に愁訴率が高かった項目は15項目あり、

男子が女子より有意に高かった項目は「人より息

苦しい」「よく下痢をする」の2項目だけであっ

た。
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表2 平均自律神経愁訴数の男女差および学年差
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2。体力・運動能力と平均自律神経愁訴数との関

連

男子において、体カテストにある反復横とび、

垂直とび、背筋力、握力、伏臥上体そらし、立位

体前屈、踏台昇降運動、体力合計点と平均自律神

経愁訴数の相関を表4に示した。踏み台昇降運動

は、相関係数0.11687 (n = 313)で正の相関があ

り、踏台昇降運動の成績がよいほど平均自律神経

愁訴数が多かった。また、運動能カテストの各項

目および運動能力合計点については相関のあった

ものはなかった。

女子においては、相関があったものは背筋力で
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あり相関係数0.14927 (n = 265)で正の相関があ

り、背筋力の成績がよいほど平均自律神経愁訴数

が多かった。運動能力テストについては相関はみ

られなかった。

3。体力・運動能力と因子得点による自律神経愁

訴との関連

男女計811名のデータを用いて、43項目の自律

神経愁訴を因子分析したものを表5に示した。バ

リマックス回転を用いて5個の因子を抽出した。

各々の因子の因子負荷量が0.3以上の項目を選び、

5つの因子については、以下のような解釈を与え

た。

第1因子は因子負荷量の高い順に「特に夏にな

るとひどく体がだるい」「気候の変化で体調がか

わる」「学校へ行くと疲れきってしまう」「疲れて

ぐったりすることがある」「朝起きるといつも疲

れきっている」「ちょっと運動しただけで疲れる」

などの8項目から構成され「疲れる」に関わる因

子と解釈した。

第2因子は「胃の具合が悪い」「いつも胃の具

合が悪い」「消化が悪くて困る」「食後や空腹時に

胃が痛む」「よく下痢をする」の5項目であり、

「胃腸」に関わる因子と解釈した。

第3因子は「足がだるい」「腕がだるい」「肩や

首筋がこる」などの7項目であり「だるい」に関
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わる因子と解釈した。

第4因子は「心臓がおさえつけられる」「心臓

がしめつけられる」「気が遠くなり倒れそうな感

じになることがある」「たびたびひどいめまいが

する」の4項目であり、「心臓・めまい」に関わ

る因子と解釈した。

第5因子は「人より息苦しい」「よく息苦しく

なる」「時々座っていても息切れがする」の3項

目であり、「息苦しい」に関わる因子と解釈した。

因子負荷量から対象者すべてに対し、1~5因

子の各々の因子得点を算出した。

男女別に、「疲れる」「胃腸」「だるい」「心臓・

めまい」「息苦しい」の5つに解釈された自律神

経愁訴の因子得点と体力・運動能力の偏差値との

相関をみた。

男子は、表6に示したように、体力合計点とは

相関関係はなかったが、体カテストの各項目でみ

ると、正の相関がみられたものは、反復横とびと

「疲れる」、踏台昇降運動と「だるい」であり、と

もに成績がよいほどその愁訴を強く感じていた。

負の相関があったものは､垂直とびと「息苦しい」

表4 中学生の体力・運動能力と平均自律神経愁訴数との相関
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表5 43項目の自律神経愁訴因子分析による因子負荷量
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表6 男子中学生の体力・運動能力偏差値と因子得点による自律神経愁訴の相関

註1)数字は相関係数 p<0. 05 幸*pく0.01

の愁訴であり、垂直とびの成績がよいものほど

「息苦しい」の愁訴を有意に弱く感じていた。

運動能力においては、運動能力合計点と正の相

関があったものは「だるい」と「心臓・めまい」

の愁訴であり、運動能力合計点の成績がよいほど

「だるい」「心臓・めまい」の愁訴を強く感じてい

た。負の相関があったものは「息苦しい」であり、

運動能力合計点の成績がよいほど「息苦しい」の

愁訴を弱く感じていた。運動能カテストの各項目

でみると、正の相関があったものは、50m走と

n:人数

「心臓・めまい」、走幅とびと「だるい」「心臓・

めまい」、ハンドボール投げと「だるい」、懸垂腕

屈伸と「心臓・めまい」の愁訴であり、ともに成

績がよいほどその愁訴を有意に強く感じていた。

一方、負の相関があったものは、50m走と「息苦

しい」、走幅とびと「息苦しい」、懸垂腕屈伸と

「息苦しい」、持久走と「息苦しい」の愁訴であり、

ともに成績がよいほど「息苦しい」の愁訴を有意

に弱く感じていた。

女子は、表7に示したように、体力合計点と相

表7 女子中学生の体力・運動能力偏差値と因子得点による自律神経愁訴の相関
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関があったものは「心臓・めまい」の愁訴であり、

成績がよいほど「心臓・めまい」の愁訴を強く感

じていた。体力テスト各項目でみると、正の相関

があったものは、背筋力と「疲れる」「心臓・め

まい」、握力と「心臓・めまい」の愁訴であり、

ともに成績がよいほどその愁訴を有意に強く感じ

ていた。負の相関はみられなかった。

運動能力において、運動能力合計点とは相関が

みられなかった。運動能力テスト各項目をみると、

正の相関があったものは、走幅とびと「心臓・め

まい」であり、成績がよいほど「心臓・めまい」

の愁訴を有意に強く感じていた。負の相関があっ

たものは、懸垂腕屈伸と「疲れる」、持久走でと

「息苦しい」の愁訴であり、ともに成績がよいほ

どその愁訴を有意に弱く感じていた。

Ⅲ 考 察

1.不定愁訴について

昭和40年代から50年代にかけて、保健室におい

て、内科的なものあるいは相談的なものが7割を

占めるようになったという報告があり、また、

小倉は昭和40年と60年にまったく同様な調査

を養護教諭を対象に尋ねたところ、心理的要因は

20年間で3倍に増加したことを報告している。他

に、保健室を訪れる生徒のなかで、内科系主訴を

訴える生徒の割合が最近4~5年で増加している

という。このように現代の中学生の健康不調の

訴えは、増加の一途を辿っている。

そして、中学生の疲労自覚症状は成人に比べて

相対的に高く、とくに[ねむけとだるさ]「注意

集中の困難」に関する項目の訴え率が高いという

特徴がみられていた。今回の結果も50代の女性

を除くすべての年代と比べると中学生の自律神

経愁訴数は多く、疲れる、だるいといった愁訴の

訴えが強かった。

さらに、男女差をみたものに、中学生を対象と

した調査では､小林によるTHIの調査､森本ら

の不定愁訴調査、高倉17)の蓄積疲労の調査があ

り、女子に訴えが多いことを報告している。海外

の文献において、Martinら, Kroenkeら19'も女

子の方が男子より、自覚症状の訴えは多いことを

報告している。今回、中学生を対象に、阿部の考

案した自律神経愁訴の調査票を用いて調査した結

果、男女に差がみられ、女子の方が有意に愁訴数

も多く、また、愁訴率の高い項目も多いことが分

かった。今回の自律神経愁訴の調査は前述した既

報とほぼ同様な結果であった。中学生は思春期で

あり、第二次性徴を迎え性ホルモン等の著しい分

泌から心身にアンバランスが起こり健康不調など

の不定愁訴を訴えることが多い。特に女子は月経

周期の面から不定愁訴が多くなることは当然であ

ると考えられる。

2.体力・運動能力と自律神経愁訴

体力とは、「人が日常生活や不測の事態に余裕

をもって対応するために、絶えず保持すべき作業

力および抵抗力である」と日本体育学会の測定評

価分科会で定義されている。松井は一般的

に体力は、行動体力(作業力)と防衛体力(抵抗

力)に分類され、体力・運動能力テスト項目は、

行動体力の機能面に該当しているという。

体力・運動能力テスト成績と生活諸条件との関

連を研究したものや体力テスト成績と体育、

体力テスト成績とスポーツ好嫌度との関係を研究25'

したもの、主観的健康状態と体力の自己評価との

関係を研究したもの、血液などの客観的データ

と体力テスト成績との関連を研究したものは数

件みられたが、中学生の主観的健康状態と体力・

運動能カテストの成績との関連についての研究は

ほとんどなかった。門田は、中学2年生男子を

対象に疲労自覚症状の訴え数と体力合計点、背筋

力、立位体前屈との関連をみた結果、訴え数と体

力合計点は有意に関連し体力合計点が劣っている

ものは訴え数が多く、背筋力、立位体前屈とは関

連がなかったことを報告していた。また、森らふ

は、女子大生を対象にCMIと体力・運動能力テス

トの関連をみた結果、体カテスト総得点ではCMI

I・Ⅱ領域(正常群)はⅢ・Ⅳ領域(神経症群)

より優れていたが有意な差はみられなかった。運

動能力テスト総得点では、I・Ⅱ領域が有意に優

れた値を示した。しかし、国井は、健康状態の

自己評価と体力テスト合計点とは関連がないこと

を報告していた。このように、体力・運動能力の

成績と主観的健康度については未だ明確な結論が

見いだせていないのが現状である。今回の結果は、
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不定愁訴と体力・運動能力との関係に特徴的なこ

とはとくにみられず、不定愁訴は体力・運動能力

に大きく影響されないことがわかった。

Ⅳ 結 論

中学生811名を対象に、自律神経愁訴とそれに

影響を与えると考えられる体力・運動能力につい

て調査し、その関連について検討した。

体力・運動能力と自律神経愁訴数について、男

子中学生、女子中学生ともに、体力テスト合計

点・運動能力合計点の偏差値と自律神経愁訴数と

は関連がなかった。

体力・運動能力と因子得点による愁訴について

特徴的なことは、男子では体力テスト合計点と因

子得点による愁訴とは関連がなかったが、運動能

力テスト合計点や運動能カテストの多くの項目が

「だるい」「心臓・めまい」の愁訴と正の相関があ

り、「息苦しい」の愁訴とは負の相関があり、運

動能カテストの合計点が高いほど「だるい」「心

臓・めまい」の愁訴を強く感じ、「息苦しい」の

愁訴を弱く感じていた。

女子では、自律神経愁訴と体力・運動能力との

関連では、特徴的なことはみられなかった。

おわりに

今回の結果をもとに残された課題についても、

さらなる調査を進めてゆきたい。また、自律神経

愁訴表についても中学生における健康状態の指標

の一つとして検討してゆきたい。
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国井と同様に、体力合計点・運動能力合計点と自

律神経愁訴数とは関連が認められなかった。各々

のテスト項目をみると、男子では、踏台昇降運動

と､女子は背筋力とそれぞれ正の相関がみられた。

このことは、踏台昇降運動、または、背筋力の成

績がよいほど自律神経愁訴数が多いということで

ある。踏台昇降運動は、全身持久力のひとつであ

り、スタミナともいわれ、身体活動の際の筋力活

動を支えるエネルギー生産系に相当し、呼吸機能

と循環機能が関与している。また、背筋力は筋力

のひとつであり、筋収縮によって発生する物理的

な運動エネルギーである。しかし、この2つの

項目の成績がよいほど、自律神経愁訴が多くなる

ことは考えにくいため、行動体力だけでなく、防

衛体力(抵抗力)など他の要素との関連を追求す

ることが必要である。

今回の検討において、特徴的であったことは、

男子の因子得点による愁訴との関連である。それ

は、運動能力合計点および種々の運動能カテスト

項目の多くが、「だるい」「心臓・めまい」の愁訴

とは正の相関があり、「息苦しい」愁訴とは負の

相関がみられたことであった。運動能力テスト合

計点が高いほど、「だるい」「心臓・めまい」の愁

訴を強く、「息苦しい」愁訴を弱く感じていた事

であった。運動能力と「だるい」の関連では運動

能力の高い人は運動量が多く、筋肉疲労が予測さ

れ、「だるい」の愁訴が高くなることは推察され

る。また、運動能力と「息苦しい」の関連では運

動能力が高いほど、循環・呼吸器機能の発達がよ

いと考えられるため、運動能力の高いものは「息

苦しい」の愁訴が弱いことが理解される。しかし、

運動能力の高いものは、循環器系の発達がよいと

考えられるため、「心臓・めまい」の愁訴を強く

感じることは納得し難い。しいて言うならば、毎

日運動をしているものは、しないものより運動能

力が優れているという報告31)があることから、

運動能力が高いものは日常的に運動をしている可

能性から運動性貧血32)が考えられ、運動量の過剰

さが貧血の症状である「心臓・めまい」の愁訴を

招きやすいことが考えられる。

このように、男子においては、運動能力と愁訴

に関連がみられた。しかし、女子は、男子に比べ、
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